議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年９月２６日(金)　午前１０時００分～午前１１時３４分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　加藤和男　　副委員長　さとうゆみ
委　員　浅井たつお　伊藤祐司　岡崎つよし　
佐野尚人　　丹羽茂雄　水野とみ子
議　長　川合保生　　副議長　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　主任


議長あいさつ
委員長あいさつ
１　議題
　⑴　意見書案第３号　寡婦（夫）控除を全てのひとり親家庭まで拡大することを求める意見書の提出について

　　＜説明：事務局＞
　　・　９月５日の教育福祉委員会で協議され、委員会として意見書案が提出された。
・　本会議では岡崎委員長が議案の説明。

（委員長）・　意見書案について意見はあるか。
＜異議なし＞
⑵　議員派遣について

　＜説明：事務局＞

　　・　１０月５日　南木曽町議会、長久手市議会の相互理解と交流

（於　長野県南木曽町）

　　　・　１０月２５日、２６日及び１１月１日の３日間　議会活動の報告

　　　　（於　長久手市役所、福祉の家、まちづくりセンター、西小校区共生ステーション、北小学校、長湫南部土地区画整理組合事務所）
　　・　質疑及び討論は省略し、簡易採決とする
（委員長）・　議員派遣について、意見はあるか。
＜異議なし＞
⑶　平成２６年第３回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について
＜説明：事務局＞
　・　認定第１号から認定第９号まで、議案第３７号から議案第４９号まで及び議案第５１号並びに請願第４号は、いずれも委員会にて可決
　・　請願第４号が可決の場合、日程第３を変更し意見書案第４号を追加予定
　　　・　農業委員会委員の推薦は、戸田みちるさん（JAあいち尾東女性部の長久手支部長）を議長指名により諮る
（委員長）・　議事日程は、提案のとおりでよいか。
＜異議なし＞
⑷　議員定数改正に伴う委員会及び委員定数の見直しについて
（委員長）・　各会派でとりまとめた意見を報告して欲しい。
（市民くらぶ）
・　会派で議論はしていない。私見だが、委員会や委員数の大幅な変更は、時間を要するので委員会数は変更せず、委員数を各６人としてはどうか。
（　創　）・　議長が常任委員会に所属しない方法も考えると、議員を単純に３委員会で案分した場合、少なくとも１つの委員会は定員が５人となり、その委員会は４人で審査することになる。十分な審査をするために、委員が８～９人の２常任委員会としてはどうか。
（公明党）・　人数が少ないと審査が不十分になる恐れがあるため、２常任委員会がよいのではないか。
（　楓　）・　２常任委員会とする場合は、所管事務の割振りの検討が必要。会派としての結論は出ていない。
（無会派）・　３常任委員会を推す意見、２常任委員会を推す意見、議運の議論に任せるとの意見の３つに分かれており、まとまっていない。
（委員長）・　議長の常任委員会所属について、意見はあるか。
（委　員）・　議長も所属し各常任委員会６人の３委員会とすべき。大幅な改正は、特別委員会を組織して議論すべきではないか。
（副委員長）・　委員会の複数所属も可能である。
（委員長）・　様々なパターンが考えられるが委員会の委員数は、運営面から考えると７～８人程度が好ましいのではないか。
（委　員）・　議長は、本会議において可否同数となった場合、最終的に議会の結論を出す立場にあるため、委員会に所属し可否を表明すべきではない。法律上一旦は委員会に所属するが、辞表を提出し常任委員会に所属しない状態とすべきである。
・　議長は委員会に委員として出席し、その審査に加わった場合でも、本会議において議長としての判断は可能である。議長を委員会から外す合理的な根拠にはなり得ないのではないか。
・　議長が常任委員会に所属しない場合は、２常任委員会で今後話を進めると言うことか。
・　各議員が複数の常任委員会に所属するケースも考えたが、人数の調整を考えると２常任委員会で各委員会８～９人がよいのではないか。
・　予算決算の委員会についても議論すべきではないか。
（議　長）・　特別委員会の話は改選後でも影響ないが、常任委員会の話は改選後すぐに影響が出るため、まずは常任委員会の方針を決めるべきである。
（委　員）・　まずは現状の常任委員会のあり方について議論すべき。もっと会派で検討してから議論をしないと、話が前に進まない。
（委員長）・　課題は「常任委員会への議長の所属」、「委員会数」、「各常任委員会委員の定数」「委員会への複数所属の可否」「委員会の所管の見直し」である。次回の議運までに各会派で議論してきて欲しい。
（委　員）・　議論のすすめ順番としては、合理的な委員会数を検討した上で、人数が足りないと言うことであれば複数所属を検討するべきではないか。
（委員長）・　まずは会派の意見をまとめてきて欲しい。
＜１０：５０　休憩＞
＜１１：００　再開＞

⑸　議会報告会について
（委員長）・　広報に関し、新聞折込はいつごと実施すべきか。

（副委員長）・　１０月２０日（月）でどうか。

（委　員）・　一週間前では期間が近すぎるのではないか。
・　１０月１３日の週で、折込の少ない日を業者に聞いて折り込んでもらえばよいのではないか。
（副委員長）・　チラシの印刷を１０月９、１０日で行いたいので、ご協力願いたい。
（委員長）・　議会報告会の報告内容は「決算審査」及び「議会基本条例」とし、各委員長に当日の原稿作成を依頼する。

（委　員）・　報告のボリュームはどの程度を想定しているか。

（委員長）・　時間配分は、報告会３０分、意見交換会６０分でどうか。
（委　員）・　いつまでに原稿を作成すればよいか。

（委員長）・　１０月２５日までに次回の議運を開催する予定なので、１０月１６日頃までに原稿を作成して欲しい。
・　各会場のメンバーで「責任者」「司会」「記録」の担当者を決めて欲しい。
・　会場での進行方法について、どのようにすべきか意見はあるか。
（委　員）・　昨年度実施した地区懇談会とは異なり、今年度は報告もあるためワークショップ形式はなじまないのではないか。全会場での形式を合わせるために、委員長から進行方法を提案した方がよいのではないか。
（委員長）・　報告会の側面があるので、対面式が適当と思うがどうか。
＜異議なし＞
（委員長）・　アンケートは正副委員長で作成し、当日配布する。

・　会場でマイクは必要か。
（委　員）・　昨年度と同程度の会場の広さであれば、不要ではないか。

（委員長）・　マイクなしで実施する。
・　当日会場で出された意見については、各グループでとりまとめ、議運で取扱いを検討する。
・　市内の公共掲示板について、近隣の議員でチラシを貼りにいってもらいたい。
・　当日は、開始時間の１時間前に集合して欲しい。（３０分前開場）
・　次回は１０月２０日（月）午後１時３０分から。議題は「議員定数改正に伴う委員会及び委員定数の見直しについて」及び「議会報告会について」。
・　以上で本日の議会運営委員会を終了する。
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